
洋上風力と漁業協調

於 ：洋上風力発電事業に関する勉強会

日時：2025年８月18日（月） 13：00～15：00

場所：阿久根市民交流センター（風テラスあくね）ホール

発表：一般社団法人海洋産業研究・振興協会 塩原 泰
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＜本日の内容＞

1．一般社団法人海洋産業研究・振興協会の紹介

2．洋上風力の導入を巡る状況

3．洋上風力と漁業協調
（１）漁業協調型の洋上風力の提案
（２）実現事例
（３）各促進区域の漁業協調策
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（沿 革） 1969年 財界・産業界の発意により「海洋産業研究会」として発足
1970年 社団法人としての活動開始
2012年 一般社団法人に移行
2020年 創立50周年
2021年 社名を「海洋産業研究・振興協会」に変更

（旧所管） 経済産業省／農林水産省／文部科学省／国土交通省

（会員企業） 103社 (2025年8月現在 正会員42社賛助会員61社)

造船、海運、鉄鋼、ゼネコン、風力発電、海洋調査 等

（会 長） 清水琢三（五洋建設株式会社 代表取締役社長）

（目 的） 海洋産業の経済的及び科学技術的な調査研究、情報サービス
の提供、新たなプロジェクトの提案、産業振興に関する政策提言、
人材育成等の事業を行い、その成果の活用と普及に努め、もってわが
国海洋産業の一層の発展と振興に寄与する。

１．一般社団法人海洋産業研究・振興協会（海産研）の概要
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海産研の洋上風力関連のグループ研究事業
（2025年度）

洋上風力発電等の漁業協調

•「再エネ海域利用法」施行後の漁業協調の課題整理と対応策の検討

•漁業協調型洋上WFのケーススタディの発掘と実施

洋上風力発電等の主力電源化に資する海底送電線網の実現化に向けて

•わが国の主要洋上風力発電プロジェクトと送電網の現状調査

•海底送電網の基本コンセプトの作成、海底送電網の概略設計とコスト試算

•直流海底送電網の敷設に関わる課題の抽出、直流海底送電網の実現に向けた活動の実施

浮体式洋上風力発電の実用化に向けて

•浮体式洋上風力発電の現状調査

•浮体式洋上風力発電の実用化のための技術的課題・社会的課題の抽出

•浮体式洋上風力発電の実用化のための検討
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（氏 名）塩原 泰 しおばらやすし

（学 歴）1999年３月 東京水産大学（現東京海洋大学）
大学院博士後期課程修了 博士論文「魚類の
視覚機能と釣り漁業への応用に関する研究」

（職 歴）1999年４月 社団法人海洋産業研究会（現一般社団法人
海洋産業研究・振興協会）研究員

2019年９月～ 一般社団法人海洋産業研究・振興協会
事務局長兼研究部長、現在に至る

演者の自己紹介
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洋上風力発電
（Offshore wind farm）

Hornsea 2 （英国） 1.3GW  (8ＭＷ × 165基)

[稼働:2022年～, 距岸距離：120 km, 水深：22-73m]

（出典︓https://www.evwind.es/2022/08/31/hornsea-2-the-worlds-largest-wind-farm-enters-full-operation/87630）8
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（図︓http://www.slideshare.net/bemadrid/offshore-wind-supply-chain-bilbao-alan-28-feb-2012

（写真︓海産研で撮影）

（千葉県銚子沖）（茨城県鹿島港） （福岡県北九州沖）

着床式
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（図︓https://www.researchgate.net/figure/266086383_fig4_Types-of-offshore-wind-turbine-foundations-reproduced-from-ref-102-source-Principle）

浮体式

（福島県沖）

（長崎県五島沖）

（写真︓海産研で撮影）
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（出典：GLOBAL WIND REPORT 2022, GWEC）

2024年 2030年 2040年

世界(GW) 83.2 － 562

日本(GW) 0.253 10 30-45

*

** ***

***

***

（出典：*GWEC, **JWPA, ***洋上風力産業ビジョン, 第1次）

洋上風力の現状と将来予測（※日本は目標）
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海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る
海域の利用の促進に関する法律（2019年7月施行）

通称：再エネ海域利用法
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再エネ海域利用法の概要

（出典：資源エネルギー庁）
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（出典：資源エネルギー庁ホームページ） 14



再エネ海域利用法の改正

(2025.6.3)
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一般社団法人海洋産業研究会
「洋上風力発電等の漁業協調の在り方に関する提言(2013.5.10)」

－着床式100MW仮想ウィンドファーム漁業協調メニュー案－

メニュー案

１．リアルタイムでの海況情報の提供

２. 風車基礎部の人工魚礁化利用
２－１．資源保護育成目的
２－２．周辺での漁業操業目的

３．魚介類・藻類の養殖施設の併設

４．定置網等の漁具の併設

５. レジャー施設の併設
５－１．海釣り公園、遊漁船事業
５－２．ダイビングスポット

６. 発電電力の活用
６－１．陸上施設への電力供給
６－２．電動漁船

７. 漁業者の事業参加
７－１．建設・保守点検における漁船利用
７－２．洋上発電事業への出資・参画
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＜総括イメージ図＞

2.人工魚礁（高層型）

6.電力の活用
(給電スタンド,製氷施設)

2.人工魚礁
（低層型）

1.リアルタイム
海況情報提供

4.定置網

5. レジャー
(海釣公園)

3.養殖施設
(いかだ)3.養殖施設

(イケス)

2.人工魚礁（浮魚礁）

7.漁業者の事業参加
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１．リアルタイムでの海況情報の提供

ウィンドファームの洋上風車の基礎部に、水温、塩分、流向・流速、
波高、波向等を測定するセンサーを設置し、海況情報を発信する。

リアルタイムでインターネットに提供・公開し、漁業者の他、誰でも、
いつでも、携帯電話等でも利用可能にする。

センサー

アンテナ

センサー

アンテナ
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２．風車基礎部の人工魚礁化利用

●ウィンドファーム内での漁業操業用に、基礎部を魚礁化するとともに、周辺

にも人工魚礁を配置し、資源培養を図る。

●ウィンドファーム内を、資源管理の観点から水産資源保護水面（禁漁区）と
することも検討可能。この場合、基礎部の魚礁化と人工魚礁等の配備によ
る資源培養を図り、資源の “しみだし効果（スピルオーバ－効果）”によ
り、全体としての漁業生産の向上に寄与する。

パネル型魚礁

小型魚礁

パネル型魚礁

小型魚礁

大型魚礁

岸側沖側
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３．養殖施設の併設３．養殖施設の併設

ウィンドファームの風車基礎部や、風車間の海洋空間を活用して、
これまで設置が困難であった沖合の海域も含めて、養殖施設を設
置し、魚類や貝類、海藻類等の沖合養殖を展開する。

養殖筏（貝類・藻類）養殖生簀（魚類）
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４．定置網等の併設

ウィンドファームの風車基礎部を、定置網の身網部分の固定に用い
ることで、漁網流出の被害を軽減させる。

風車制御用電力を活用して、センサーやビデオカメラで箱網内の魚
群の入網状況を陸上で確認するなど、漁業の効率化を図る。
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５．レジャー施設の併設
（海釣り公園、遊漁、
ダイビングスポット等）

●ウィンドファーム設置海域
の一角や、海岸部に洋上
デッキを設置して、｢海釣り
公園」を整備する。

●ウィンドファーム設置海域
および周辺海域で遊漁を行
う。

●ＷＦの風車群を含め、洋上
から海中までの多様な海洋
景観を楽しむように、ダイビ
ングスポットとして利用。

●遊覧船、沿岸部での展望
台等の設置等、海洋観光・
レクリエーション利用などに
より、地域の活性化への寄
与を図る。

洋上デッキ
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６．発電電力の活用

 災害時に停電が発生した場合の非常用電源など、漁業関係施設などに電力
を供給する。

 将来、電動漁船の蓄電池への電力供給スタンドを、漁港、および洋上風車
群の一角に建設する船着き桟橋等に設置する。

系統連係

変電施設

一部を漁港施設へ
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７．漁業者の事業参加

 洋上発電施設の建設・保守点検における漁船利用
洋上風車の建設工事時の警戒船や、運転稼働時の保守点検作業、
洋上風車への連絡船等に、漁船を活用する。また、漁業者は地先
の海を知るプロなので、ウィンドファームの巡回、保守点検作業
等の一部を漁業協同組合に委託するなどして、漁業者の収入向上
にも寄与する。

 洋上発電事業への出資・参画
洋上風車等による発電事業に対して、漁業協同組合や漁業協同組
合連合会（漁連）が参画・出資し、その割合に応じた事業を担う
とともに、配当等の収入を得る。
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（2014.10.24 海産研撮影）

メニュー1．海洋情報提供の事例

[福島]
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浮体式洋上ウィ
ンドファーム実

証研究事業
海洋観測データ
配信システム

（出典︓http://www.fukushima-
wind-kaiyou.jp/web/camera.php）

[福島]
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（出典：浮体式洋上ウィンドファーム実証研究事業（報告書概要版）, 
2016, 福島洋上風力コンソーシアム）

メニュー２．魚礁の事例

[福島]
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浮体式洋上風力発電の周囲に魚礁
を設置する漁業協調策
（出典：株式会社岡部提供資料）

[五島]
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（出典︓渋谷潜水工業ホームページ）

[五島]
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（出典︓渋谷潜水工業ホームページ）

[五島]
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“23年度に実際に魚礁を設置した試験を始めるのは、イセエビだ。市
の沖合には、国の実証実験として東京電力と国の研究機関が建設した風
車が1基ある。その周辺で漁礁造りを試みる。稚エビが安全に育つ住み
家の「エビクルハウス」を設置する。同漁協の大塚憲一常務は「風車や
海底の送電線の位置が決まってくれば、どの場所にどんな魚の漁礁をつ
くるのか詰めていく」と話す。”

[銚子]
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イセエビ天然種苗等の定着を目指した魚礁

[銚子沖]
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＜イセエビ天然種苗の定着を目指した魚礁・パネル部分詳細＞

[銚子]
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出典︓平成14年度瀬棚町洋上風力発電普及啓発業務より
発注︓北海道瀬棚町、受託︓社団法人海洋産業研究会

メニュー3．養殖の事例

[せたな]
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（撮影︓一般社団法人海洋産業研究・振興協会）

コンブの試験養殖

[せたな]
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（出典︓銚子市役所ホームページ）

メニュー7．漁業者の事業参加の事例

[銚子]
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（出典︓能代市役所ホームページ）
能代市浅内漁業協同組合 代表理事組合長 大髙光晴氏インタビュー

[秋田]
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各促進区域の漁業振興策

総論
 2023年10月現在までに設定されている10か所の促進区域では、各区域で開催された法定協議会の
意見がとりまとめられている。

 各区域の協議会意見には、漁業振興策と地域振興策についての記述がある。その内容は、地域に
よって、あるいは取りまとめられた時期（ラウンド）によって差が認められる。

 第2ラウンド（秋田県八峰町及び能代市、秋田県男鹿市潟上市及び秋田市沖、新潟県村上市及び胎
内市沖、長崎県西海市江島沖）以降は、意見とりまとめに「****（区域名）の将来像」といった新
章が設けられるケースや、別紙として文書が添付されるケースが現れ、より詳細なイメージが示
されるようになった。
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各促進区域の漁業振興策

（１）千葉県銚子市沖

 選定事業者は、漁業との共存共栄の理念のもと、銚子市沖の海域において操業される漁業との協

調・共生・振興の取組（漁業との協調・共生策を検討するための漁場実態調査、魚礁設置等の漁

場形成策、漁船保険・燃油等の組合員支援を含む。）を実施するために、地元自治体が設置する

基金及び一般財団法人千葉県漁業振興基金（以下「振興基金」という。）に出捐すること。
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各促進区域の漁業振興策

（２）秋田県男鹿市、潟上市及び秋田市沖
① 漁業者の確保・育成に向けた取組や、継続的な漁業生産の安定化への支援等、若い世代
が将来にわたって続けることができる持続可能な漁業の実現に資する取組

② 漁場成や種苗放流、蓄養殖の推進、流入水域を含む漁場環境の保全等、水産資源の維
持・増大に資する取組

③ 秋田の魚介類の販売促進活動等による県産水産物のブランド化及び販路拡大、観光と連
携した漁業の推進等による漁業経営支援及び漁村の活性化

④ 地元自治体の整備計画に基づく漁港施設及び港湾区域における漁業施設の機能強化や水
域施設の機能維持に係る協力・支援のほか、漁業生産活動及び水産物流通の拠点となる
陸上施設の整備に係る支援

⑤ 漁業活動に起因する洋上風力発電施設等の毀損等が関係漁業者の故意の行為によらず生
じた際に、漁業者の負担を極力軽減する対応の検討

⑥ ＩＣＴやＡＩ等の先進技術を活用した、洋上風力発電設備等の気象海象データの関係漁
業者との共有・連携や安全な操業の支援、漁業監視等、「スマート水産業」の実現によ
る操業の効率化や利益最大化に向けた取組
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各促進区域の漁業振興策

（３）新潟県村上市及び胎内市沖

① 水産資源管理や漁獲量把握等の情報を漁業関係者と共有・連
携することによる漁獲量や水揚量の増加、漁業操業の効率化
推進による利益最大化等の漁業経営基盤の強化

② 漁業環境の整備や担い手の育成、地場産水産物の販売力強化
や消費拡大を通じた継続的な漁業運営

③ 鮭を中心とした孵化増殖事業や鮭漁の見学等の取組の支援・
推進及び鮭文化の保全・発展
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各促進区域の漁業振興策

（４）長崎県西海市江島沖

漁業振興策として、

① 海産資源をしっかりと守り育てていく取組、
② 江島で漁業を始めた人が継続的に漁業に従事できるような環
境整備、

③ 水揚げ高増加につながる取組等

の実施が期待される。
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各促進区域の漁業振興策

（５）青森県沖日本海（南側）

① 漁業者の確保・育成に向けた取組、燃料確保等の継続的な漁業生産及び
漁業収入の安定化への支援、漁業施設等の改修など、若い世代が将来に
わたって続けることができる持続可能な漁業及びスマート水産業の実現
に資する取組

② 種苗放流や大胆な養殖事業計画等、つくり育てる漁業の支援、発電施設
を利用した新たな漁場の造成

③ 青森の魚介類の販売促進活動等による県産水産物のブランド化及び販路
拡大、観光と連携した漁業の推進や発電事業への関与（維持管理業務
等）などによる経営の多角化も見据えた漁業経営支援

④ 海洋漂着物の回収・処理活動への協力を含む漁場環境の保全やブルー
カーボンを含む藻場の造成等、水産資源の維持管理・増大に資する取組
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各促進区域の漁業振興策

（６）山形県遊佐町沖
（別紙「洋上風力発電事業を通じた遊佐地域の将来像」より抜粋）

① 遊佐沖漁場の活性化に向けた取組（海域の生物生産力向上の
ための取組、イワガキ増殖や水産加工設備の整備、組合施設
の機能強化等）

② 風車構造物を活用した漁業振興の取組（風車構造物に蝟集す
る魚類の活用等）

③ 地元自治体や教育機関、試験研究機関等との連携による、水
産資源増殖やスマート漁業技術等の研究開発に向けた取組
（モズクやナマコなど新たな資源の増殖試験等）
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各促進区域の漁業振興策

◆基金について
 漁業振興策は、地域振興策とともに、各促進区域に設置される基金を原資とし
て実施されるものと考えられる。基金の規模は、第1ラウンドでは「20年間の売
電収入と見込まれる額の0.5％を目安とする」（秋田県能代市三種町及び男鹿市
沖、秋田県由利本荘市沖）とするケースと、意見とりまとめに規模が示されて
いないケース（長崎県五島市沖、千葉県銚子市沖）があった。

 第2ラウンド以降は、「基金への出捐等の規模（総額）については、選定事業者
の公募占用計画で示される発電設備出力(kW)の規模に、kW当たりの単価(250
円)と公募占用計画の最大認定期間（30年）を乗じた額、すなわち発電設備出力
（kW）×250×30で算定される額を目安とする」という形に統一されている。
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各促進区域の漁業振興策

◆漁業影響調査について
いずれの協議会意見にも漁業影響調査の実施が求められる。第2ラウンド
以降は「選定事業者は、漁業影響調査の結果、万が一選定事業者の責によ
り漁業の操業等への支障を及ぼしたことが客観的に認められた場合におい
ては、関係漁業者に対して協議を行った上で、必要な措置をとること」と
いった一文が加えられ、漁業影響が認められた場合に、事業者は対処する
ことが明示された。
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各促進区域の漁業振興策

項目 内容

（１）漁場整備 魚礁の設置、風車構造物の活用

（２）資源増大 種苗法流、環境保全、藻場造成

（３）インフラ整備/維持 漁港施設の機能維持、陸上拠点の整備

（４）各種補助 燃油、漁船保険

（５）販路拡大 ブランド化、観光

（６）スマート漁業 データの共有など

各促進区域の漁業振興策の整理
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「洋上風力発電等の漁業協調の在り方に関する提言」
－着床式100MW仮想ウィンドファームにおける漁業協調メニュー案—

〔平成25年5月〕

「基本的考え方：“漁業補償から漁業協調へ”」
（１）発電事業者も漁業者も共に潤う、Win-Win方式（メリット共有方式）
（２）地域社会全体の活性化に貢献
（３）透明性を確保した合意形成

「発電事業者および漁業者に求められる姿勢」
 発電事業者
－漁業とりわけ漁業権に関する正しい知識をもち、敬意を持って先行海域利用者た

る漁業者との調整と合意形成を図るようにする。
－積極的に漁業協調システムの導入を図り、沿岸漁業の振興ひいては地域振興に

も寄与しうるよう取り組む。

 漁業者
－海洋再生可能エネルギー利用の意義を理解し、海域の多目的利用、海域の総合

利用の観点から、洋上発電立地について協力する。
－洋上ウィンドファームの建設を活用し、これを持続的な漁業および漁村の発展に

結びつけていくよう考える 。
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ご清聴ありがとうございました。

一般社団法人海洋産業研究・振興協会

ホームページ ： www.rioe.or.jp 
E-mailアドレス（代表） ： rioe @ rioe.or.jp

Tel  : 03-3581-8777
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